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商標法では、既に登録されている他人の登録商標と同一または類似の商標で、

その商標登録において指定されている商品・役務と同一または類似の商品・役務

に使用をするものは、登録を受けることができません。 
 
つまり、商標の登録可能性を考える際、商標の類似と、商品・役務の類似とい

う、２つの類似性について気をつけなければなりません。 
 
 
では、商品・役務の類似とは、どういうことをいうのでしょうか。 
 

商品・役務の類似とは？    

 

特集  

 

 
（※） 
《類似群コードとは?!》 
 
類似群コードとは、特

許庁が定める５桁の番

号(例 化学品：01A01) 
で、同一の番号が割り

振られている商品・役

務は類似すると推定さ

れます。 
 
あくまでも類似と推定

されるのみで、同一の

番号が割り振られてい

ても、取引実情等か

ら、非類似と判断され

る場合もあり得ます

し、逆に異なる番号が

割り振られていても、

類似と判断される場合

も考えられます。 

 

  

 

 

商品・役務の類似についての判断は、 商品・役務の「生産/販売/提供の場所」、

「用途」、「需要者の範囲」等が一致するかどうか、などの基準が総合的に考慮され

ます。また、別途「類似群コード」（※）が定められており、この類似群コードが同じであ

る商品・役務は、類似すると推定されます。 

たとえば・・・

「ビール」には 28A02 のコードが割り

振られています。「ビール」の範疇に含ま

れる商品であれば「黒ビール」も「ラガー

ビール」も 28A02 のコードが割り振られ

ることになり、両者は互いに類似すると

判断（推定）されます。 
 
同様に、「清涼飲料，果実飲料」には

29C01 のコードが振られており、この範

疇に含まれる「コーラ」や「オレンジジュ

ース」は互いに類似すると判断（推定）さ

れます。 
 
一方で、類似群コードの異なる「ビー

ル」と「清涼飲料，果実飲料」とは、互い

に類似しない、ということになります。 

特集 : 
 
商品・役務の類似 

とは？ 
 
 

-たとえば・・・ 
 
 

-区分が違えば類似 
しない・・・？ 

 
-類似群コードは変更
される！？ 
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 「区分」は条約で便宜的に定められた商品・役務を分類するカテゴリであり、

「類似」するか否かということとは別問題です。したがって、区分が違っても類似

する場合はあります。 
 
 たとえば、「ビール」は第 32 類に分類され、前記した通り 28A02 のコードが割

り振られています。一方で、「ウィスキー」や「りんご酒」を含む「洋酒，果実酒」は

第 33 類に分類されていますが、コードは「ビール」と同じ 28A02 が割り振られ

ています。したがって、「ビール」と「ウィスキー」は、区分は違うけれども、互いに

類似するということになります。 
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区分が違えば類似しない・・・？

 このように、区分を超えて類似すると判断される商品・役務は数多くあります。 
細かい判断は専門家に任せればよいと思いますが、知っておくと、他人の先行商

標を理由に拒絶された場合に、「区分が違うのになぜ？！」と面食らうこともない

でしょう。 
 
 余談ですが、最近ではアルコール分を含まない、いわゆる「ノンアルコールビー

ル」が出回っていますよね。これは「清涼飲料」のカテゴリに含まれ、29C01 のコ

ードが振られるため、「ビール」とは類似しないことになります。アルコールの有無

という明らかな違いがあるので、類似しないのは当然かもしれませんが、元々「ノ

ンアルコールビール」は、ビール好きだが運転や健康の問題で飲めない人のため

に、ビールに限りなく類似するように開発された背景もあるはずで・・・。それが商

標法上は類似しない、というのは面白いですね。 

類似群コードは変更される！？

 「類似」という概念は、時代の流れや取引の実情等によって変動するものです。 
現在使われている基準についても、ちょうど見直し作業が行われている最中であり、

大幅に改訂されるようです。改訂が最終決定されましたら、またＹＫＩニュースでもご

紹介するつもりです。なお、現在審議中の改訂案は、下記ＵＲＬ（特許庁ＨＰ）より確

認できますので、ご関心があれば、一度ご覧になるのもよいかもしれません。 
 

「類似商品・役務審査基準【国際分類第 10 版対応】」（案） 
http://www.jpo.go.jp/iken/ruijiekimu_10han.htm 
 

 ご質問等ございましたら、ぜひご相談ください。 
 

文責：弁理士 吉田 麻実子

（yoshida.mamiko@yki.jp）
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